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　インタビューは 2008 年 9 月 13 日，大阪市生野区の高齢者専用マンションで，藤永壯・高
正子・伊地知紀子・皇甫佳英・高村竜平・村上尚子・高誠晩の 7 名が聞き手となって実施し，






























⑶　 とくに重要な歴史用語などには初出の際＊を付し，本文の終わりに解説を載せた。第 4 ～
11 回報告で解説した用語については，丸数字で報告番号を，アラビア数字で注番号を

















































































































































































































































李 ：それは 44 年？　43 年。ええと，43 年には大池橋に住んでいた。今は大池橋のどこか
も分からないから，みんな離れ離れになった。

































































　 　全員 47 年に逮捕されたから，落ち着くひまもないでしょ。［翰林面人民委員会の細
胞だった］うちの夫は，跪いたから助かったって言います。釈放される時。今でこそ，
5000 ウォンなら，今の 50 万ウォン以上でしょう。罰金を納めて出てきたから，職場も
クビになったから，私とふたりビラを作って夜 12 時ごろに，私が準備したビラを主人
がタタッと全部貼るんです。村を全部回りながら。











 3）『済州新報』1947 年 2 月 26 日付記事「各種社会団体参加で“民戦”盛大裏結成」によれば，同







































































































































 4）陰暦 8 月 11 日は，1948 年であれば陽暦で 9 月 13 日であるが，この時期に飛行場での大規模な

















































とその息子で，事件は 1948 年 5 月 14 日のことであった（「済民日報」四・三取材班〔金重明訳〕


































































































　たとえば 1945 年 7 月，翰林港の地雷倉庫が米軍によって爆撃され，民家被害 400
















材班は水葬の事例を紹介しつつ，1948 年 11 月に当時の済州邑で行われた大虐殺の犠牲者
には財物を扱っていた官吏が多かった，と指摘している（「済民日報」四・三取材班（金重明・
文純實訳）『済州島四・三事件』第 4 巻〈焦土化作戦（上）〉新幹社，1998 年，158 頁）。
＊ 4　済州公立農学校での乱闘事件
　1931 年 3 月 9 日，ある学生が落第させられ卒業不能になったことをきっかけに，校内
での学生と教員間の乱闘事件と，学生による校長自宅への抗議行動が起こった。申燦翊は
前者の事件で検挙，起訴され，大邱覆審法院で懲役 1 年（執行猶予 5 年）の判決が下された。
本文中に出てくる大林里出身の梁公八，梁致三，金斗錫はいずれも当時，済州農業学校に
在学中でこの抗議行動に参加しており，梁公八は懲役 10 月（執行猶予 5 年），梁致三は懲
役 1 年 6 月（執行猶予 5 年），金斗錫は罰金 50 円と留置 50 日に処せられた。これらの事
件の背景には，1929 年の光州学生運動に代表される，学生による独立運動の高潮があった。
＊ 5　南朝鮮労働党（再掲）















やがて朝鮮共産党が米軍政との対決路線に傾斜すると，その活動は萎縮し，49 年 9 月に
北朝鮮民戦（民主主義民族統一戦線）と統合して，祖国統一民主主義戦線へと解消した。











8 月建国婦女総同盟委員長，同年 12 月朝鮮婦女総同盟委員長，1946 年 2 月の民主主義民
族戦線結成と同年 11 月の南朝鮮労働党結成ではいずれも副議長団に加わっている。1948
年 7 月，南北諸政党社会団体連席会議（第 2 次南北連席会議）に出席した後，平壌にとど
まる。1957 年には朝鮮民主主義人民共和国最高人民会議の代議員に選ばれている。
＊ 8　人民委員会（再掲，一部修正）
　1945 年 8 月 15 日，日本の敗戦にともない，事実上，朝鮮の行政と治安を担う機関とし
て朝鮮建国準備委員会（以下，建準）が組織され，全国各地に 145 の支部がつくられた。
9 月 6 日に，朝鮮人民共和国の樹立が宣言され，建準の中央本部・各地方支部は人民委員


















蒼生訳〕『済州島四・三事件』第 6 巻〈焦土化作戦（下）〉新幹社，2004 年，95 頁）と言
われている。
＊ 10　麗順事件（麗水・順天事件，再掲）
　 4・3 事件鎮圧のため，済州島への出動を命じられた麗水の国防警備隊第 14 連隊は，
1948 年 10 月 19 日，出動命令を拒んで反乱を起こし，翌 20 日には隣接する順天にも反乱
が波及，麗水・順天を解放区として人民委員会を再建した。当時，韓国軍内には南朝鮮労
働党（南労党）のフラクションが健在であり，第 14 連隊の将校クラスには南労党員もいた。
反乱は 10 月 28 日に鎮圧されたが，都市部から撤収した反乱兵約 1000 人は智異山へ移動し，
以後山岳地帯を根拠地として，南労党指揮下のパルチザン闘争が展開されることになった。
＊ 11　2・7 救国闘争
　1947 年 9 月に朝鮮問題が国連に上程され，48 年 1 月には国連臨時朝鮮委員会が南朝鮮
に派遣されるなど，南朝鮮のみの単独選挙実施が近づく中，南労党は 48 年 2 月 7 日に「2・
7 救国闘争」と名付けた南朝鮮全土でのゼネストと実力行動を展開した。済州島でも 2 月















推進した。しかし南北それぞれで政府が樹立され，1949 年 6 月 29 日に金九が暗殺されると，
急速に勢力が衰退した。
　済州島では，安在鴻に近く韓独党農林部長であった柳海辰が，1947 年 4 月 15 日に第 2
代道知事に就任していた。徹底した反共主義者である彼は，西北青年団員をともなって赴
任し，3・1 節発砲事件に抗議しゼネストに参加した官吏を罷免するなど，1948 年の 4・3








され，反対の世論が高まった。一方，米ソ両軍の撤退については，1947 年 9 月に米ソ共
同委員会が決裂し，アメリカが朝鮮問題を国連に上程したのに対して，ソ連によって米ソ
両軍が 1948 年初めまでに同時に朝鮮から撤退することが提案されている。実際の撤退完


































現場となった。代表的なものとしては，1949 年 10 月 2 日の軍法会議による死刑囚 249 名
の銃殺と，朝鮮戦争勃発直後の予備検束者の虐殺がある。2007 年より 2011 年まで 2 次に
わたって遺体の発掘調査がおこなわれ，合計 384 体の遺体が発見された。遺品や DNA 鑑
定により身元が確認された遺体もある。発掘された遺体のほとんどは，火葬されたのち，
現在は 4・3 平和公園内に安置されている。
